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研究成果の概要：

本研究において得られた結果として、教員研修では、①多くの学校においては、一斉授業型

になじみ、たとえ、学習者参加型の教員研修で体験的に学んでも、現場では、多様な指導法が

実践できる状況にはない。②教員は多忙なため時間がなく、なかなか積極的に、手間のかかる

グループワークなどの学習者参加型の授業を構築できない。③教員自身、モデルカリキュラム

から実際の実施カリキュラムへの応用が難しいことから、現場でそのまま利用できる実践的な

カリキュラムが必要と考えられるが、むしろ、教員自身の応用力を鍛える必要がある。④教員

の学習支援スキル育成には、本研究で作成した継続的な体験型研修カリキュラムの必要性が大

きい。大学での教員養成に関しては、①学生は、自らが学ぶ姿勢が弱く「受け身」が染みつい

ている。②「教わる」から「学ぶ」への意識転換がなかなか困難である。③考える力、応用す

る力、議論して意見などをまとめる力などの評価が難しいことから、共有された学習成果の活

用方法、学習者参加型の指導手法、評価の方法の開発が必要である。これらのことが示唆され

た。
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のもと、一斉授業型が多く、構成主義（また

は社会的構成主義）的な考え方になじめず、

学習者参加型授業をうまく展開できる教員

が少ないことも考えられる。
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前述した研究の背景を踏まえ、日本の生徒

に大きく欠けている「考える力」や「議論す

る力」、「応用する力」など､社会的構成主義

の考え方をベースにした教育実践力を身に

付け、生徒に対し実践的な指導ができる方法

と技術を体験的に学べるようにすることを

目的に、現職の教員研修および名古屋女子大

学における教職科目のなかで、実践研究を行

い、教員研修および、教員養成のための教職

科目における教員研修・養成カリキュラムを

開発することとした。

３．研究の方法

(1)これまでの研究成果の整理

これまでの研究成果（「総合的な学習の時

間」の成果と課題についての検証と分析）を

教員研修・養成の視点で整理し検討した。

・児童・生徒の発達段階（校種・学年）に適

した学習形態や方法、学習スキルについて。

・「生きる力」をはぐくむという視点での評

価の在り方について。

・ICT の活用について、学習者参加型の授業

を構築するなかで学習を支援するために必

要な能力について。

(2)教員の学習支援能力の現状分析と教員研

修・養成カリキュラムの試作

アンケート調査により教員の学習支援能

力の現状分析を行い、教員研修・養成カリキ

ュラムの試作を行った。

・「総合的な学習の時間」を含む教科学習全

般のなかで教員が行っている学習者参加型

の授業や教員が持っている実際の学習支援

能力についてアンケート調査結果をもとに

した現状分析。

・学習支援のための能力（問題設定能力、問

題解決力、学び方・ものの考え方、主体的な

態度、創造的な態度、協同・協働する態度な

ど）を育てる手法について、体験的教員研修

の実践による検討。

４．研究成果

(1)教員研修

①調査結果の概要

実態把握として「総合的な学習の時間」を

含む教科学習全般のなかで教員が行ってい

る学習者参加型の授業や、教員が持っている

学習支援能力について、次の調査結果を得た。

(ｱ)指導上留意していること

「表現力を育てることを意識」「生きる力

を育むことを意識」「ねらいや学習目標を意

識」が 40%以上と多く、「総合的な学習の時

間」のねらいや学校の目標に注意を向けてい

る一方、「評価規準、評価基準を指導の時に

意識」が 0％で、「学習成果の活用を重視」「学

びの状況や進捗状況を常に把握」と、次いで

低い。組織的な評価活動の意識が低く、学習

状況把握や振り返り、成果の活用など、次に

繋げる評価活動が弱いことが分かった。

(ｲ)指導した児童・生徒の変化

比較的高い評価は、「情報の活用ができる

ようになった」「調べる力が身に付いた」「文

章などにまとめる力が身に付いた」「発表す

る力が身に付いた」など、児童・生徒の活動

から見えてくるものであった。一方、「課題

を自ら見つけることができる」「考える力が

身に付いた」「さまざまな学習に意欲的に取

り組む」など、「総合的な学習の時間」がね

らいとする力は比較的低いことが分かった。

(ｳ)教育活動への波及効果

「総合的な学習の時間」が教育活動全般へ

及ぼした効果は「地域連携」「教員の相互理

解や指導力の向上」「学習環境の充実」であ

り、「学校全体の取り組み」「校内研修の充実」

「他教科との連携」は少ないことが分かった。

②教員の学習支援スキル育成講座の実施

教員の学習支援スキル育成講座として、平

成１９年度および２０年度の「総合的な学習

の時間」コ－ディネーター養成講座を実施し、

次のような結果を得た。平成 19 年度、20 年

度の「総合的な学習の時間」コ－ディネータ

ー養成講座を通して、事前・事後のアンケー

ト調査結果から、体験型研修カリキュラムは

効果があり、できれば継続的な研修機会を持

つことが、より大きな効果を発揮することが

分かった。しかし、多くの学習支援スキルに

ついては体験する時間的余裕がなく、説明の

指導上留意する点
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評価規準、評価基準を指導の時に意識している

学習成果の活用を重視している

学びの状況や進捗状況を常に把握するようにしている

学習状況や成果を保護者に伝えている

自らテーマを見つけられるよう工夫している

ICTの活用を心がけている

学習の振り返りや記録（ポートフォリオ）を重視している

複数の教員による指導に心がけている

組織としての取り組みを意識している

学習に必要な基礎基本（レディネス）を意識している

学習方法など、学ぶスキルの指導に心がけている

聴く力を育てることを意識して工夫している

問題意識を持たせるよう努力している

教科との関連を意識している

教員間の連携、共通理解を常に考えている

考える力を育てることを意識して工夫している

児童生徒の興味関心を意識している

まとめる力を育てることを意識して工夫している

調べる力を育てることを意識して工夫している

児童・生徒同士のグループがうまくいくような状況づくりを意識している

ねらいや学習目標を意識している

生きる力を育むことを意識している

表現力（発表する力）を育てることを意識して工夫している

図 1「総合的な学習の時間」の指導上の留意点
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みにとどめたため、アンケート回答から、実

際に体験しているスキルとしていないスキ

ルとでは、「理解」や「必要性」において大

きな差があった。

科学などにおける実験・観察と同じように、

講義で話を聴くだけでは、本当のところ身に

付いたとは言えず、実際の教育現場において、

自らが実践するところまでは到達しにくい。

やはり、自らが体験し体得しないと、その価

値もまた欠点なども見えてこないと考えら

れる。また、研修成果の活用（教育現場へ戻

っての活用）についても誤解があった。平成

19 年度における反省（グループワークにおけ

る課題が抽象的）を受け、平成 20 年度では

具体的なテーマ「『総合的な学習の時間』の

年間指導計画の作成」としたため、活発な議

論へ結びつき、グループワークによる学習を

より効果的にしたが、教育現場における研修

成果の活用を、作成した「指導計画」の活用

と受け止められた受講者が多く、本来の目的

であった「学習者参加型のグループワークに

よる学習支援の活用」として認識した教員は

多くなかった。

平成 20 年度においても、グループワークに

おけるファシリテーターの役割の理解はや

や高まったと言えるものの、きちんと理解し

た受講者は少なかった。このことは、言葉も

新しいこと、そして、受講者自身がグループ

ワークになじんでいないことにより、先に述

べた学習支援スキルとともに、説明だけでは

分かりにくかったためと考えられる。グルー

プワークにおけるそれぞれの役割（リーダー、

ファシリテーター、記録、発表など）につい

ての模擬練習や、時間的な余裕がない場合に

はビデオ教材も価値があると思われる。

日本は、これまでの教育の方法の流れから、

社会的構成主義の考え方になじんでいない

ため、どうしても、普段から慣れている一斉

授業型へ向かう。グループワークによる学習

方法は、知識の伝達面で言えば、効率的とは

言えず、一斉授業の方が効率よく教えること

ができるという考えも根強い。一斉授業の効

率は、当然のことながら、学習者の姿勢に大

きく左右されることは言うまでもない。グル

ープワークは、教科書に沿った一斉授業より、

準備や実践に手間がかかるため、学習者参加

型の授業メリットとデメリットを明確にし、

たとえば、ポートフォリオ評価のように、具

体的に身に付いた力の評価を見える形で示

されることが重要である。

遠隔研修（ネット DE 研修、moodle によるネ

ット DE 議論）については、グループワーク

のテーマが具体的で、なおかつ次の研修まで

に必要な題材があれば、比較的活発なアクセ

スや書き込みがあることが分かった。平成 19

年度の場合、テーマが抽象的であったため、

ほとんどネット利用はなかったことから考

えれば、平成 20 年度は、一つの成果と言え

る。また、平成 19 年度と同様平成 20 年度に

おいても、事前のネット DE 研修が活かされ

ていなかったことは、内容が総論的な講義形

式よりも、むしろ、具体的な学習支援スキル

やグループワークの役割や方法とする内容

の方が、本研修には合っていたと考えられる。

また、グループワークのように学習者参加型

の授業展開には、できれば TT（複数の教員）

による指導、そのため、TT 間で事前打ち合

わせやディスカッション（計画から実践）が

教員のスキルアップにはとても重要である

ことも分かった。特に、今回の講座の講師３

名による企画立案の実践が良い例となった。

(2)教職科目

各学校の実践報告

成果・課題の分析
共通要素のある成果や課題
の抽出や分析

課題解決のための方策
（ＫＪ法などによる議論）

「指導計画」の完成度を高
める（プレゼンによる共有）

報告会による共有と、講座担当者による絞り込み

各自で指導計画を立てる

各学校で実践

学習支援スキルを利用

各学校でフィードバック

演習１

演習２

演習３

８月２６日

１０月３日

体験

ネットDE議論
「総合的な学習の時間」の実施につ
いて学校全体または学年での年間指
導計画を、演習で体験した「学習支援
スキル」を取り入れ、できるだけ汎用
性のあるものを仕上げる。

ネットDE提出

各学校の実践報告

成果・課題の分析
共通要素のある成果や課題
の抽出や分析

課題解決のための方策
（ＫＪ法などによる議論）

「指導計画」の完成度を高
める（プレゼンによる共有）

報告会による共有と、講座担当者による絞り込み

各自で指導計画を立てる

各学校で実践

学習支援スキルを利用

各学校でフィードバック

演習１

演習２

演習３

８月２６日

１０月３日

体験

ネットDE議論
「総合的な学習の時間」の実施につ
いて学校全体または学年での年間指
導計画を、演習で体験した「学習支援
スキル」を取り入れ、できるだけ汎用
性のあるものを仕上げる。

ネットDE提出

図３ 開発したカリキュラムの概要
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図２ 教員研修後における各スキルの理解(H20)

研修後、理解が進んだか



初等中等教育において、「総合的な学習の

時間」が必修となり久しいが、いまの学生の

多くは、学習者参加型の授業の経験はほとん

どないことが、学生のレポートから分かった。

平成 19 年度の教職科目選択者 64 名中、体験

していたのはたった２名であったことは、驚

きでもあった。その学生のひとりが、中学校

のとき、おそらく、教育方法に関する教育委

員会等の研究指定校だったと考えられるが、

頻繁にグループワークを行っており、「この

授業を通して、忘れていた記憶とともに、議

論の方法がよみがえってきた」と言ってくれ

たことは、過去の学習体験が確かに生きてい

るとも言える。しかし、ほとんどの学生は、

グループワークによる本格的な授業を受け

たことがなく、あったとしても小学校ではグ

ループ学習（質的に異なる面がある）の経験

は、中学校、高等学校へと進むにつれ、入学

試験等を意識した知識詰め込み型の一斉授

業へ重点がおかれるなかで薄れていくのだ

ろうと考えられる。入学試験の方法などを再

考しないと、中学校や高等学校での根本的な

授業改善は難しいのかも分からない。

本実践から、PISA 的能力を身に付け、しっか

り考え、応用でき、そして、議論できる確か

な力を身に付けるには、グループワークによ

るテーマ設定、KJ 法などの学習支援手法、プ

レゼンテーションによる成果発表、総合ディ

スカッション（ディベート、パネルディスカ

ッションなども含む）、そして、まとめと振

り返り、こうした一連の学習を幾度か体験す

ることが重要であることが分かった。つまり、

教職を志望する学生が、学習者参加型の授業

実践者として指導力を身に付けるには、グル

ープワークなど、継続的な体験型授業が重要

であり、大学で継続的に行われなければ効果

が小さいため、本研究で開発したカリキュラ

ムをコアにした教員養成を積み重ねて行く

必要性を深く感じた。これらのことは、教員

研修の場合と同じである。いわゆる双方向型

の授業は学士力育成にも通じ、今後、大学教

育で求められていくものでもある。ただし、

１クラスサイズが大きい場合、教員１人での

指導では、グループワークによる授業や双方

向型の授業展開は困難であった。多人数講座

で、効果的な授業実現のためには、ICT の活

用が欠かせないと考えられているので、今後

の研究課題としたい。さらに、学習者参加型

の授業における学習成果のフィードバック

システムの開発についても、重要な研究テー

マとなると考えているので、教員に求められ

る知識は何か、どのような技能が重要かの検

証も必要である。

一斉授業型の場合、教員は、系統化された知

識等をいかに上手に教えるか、言い換えれば、

教科書通りにいかにうまく教えるかが問わ

れる。また、教員が新たなアイディアを出さ

なくても、ある程度の授業が行える。また、

たとえ失敗しても、表面的な被害は小さく見

える。しかし、学習者参加型のグループワー

クを指導することは、そう単純ではない。学

習者は様々な学びを展開するため、方向づけ

られた知識や技能の枠を越えることから、教

員は、幅広い知識と技能を有していなければ、

よいアドバイスなどはできず、真の意味での

グループワークは成功しない。一方、学習者

は、議論を通して、あらためて自分自身の基

礎知識のなさに気づくことや、そこから、新

たな問題意識へと発展して、自ら学ぶことへ

と進めることができる。教員は支援者に徹し

て、うまく指導する必要がある。

教員養成面で、私たちは、これから、①「教

える、教わる」ことから、「学習を支援する、

学ぶ」ことへの意識改革を目指すこと、その

ための手法として、グループ学習、他校との

協働学習、国際交流学習などの学習が重要に

なってくる。そのためのインフラとして、

LMS や CMS の整備と活用が欠かせない。ネ

ットワークを利用しなければ、学習し参加型
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図４ 教職科目「教育の方法と技術」の授業



の学習へ発展しにくい。つまり、moodle のよ

うなプラットホームが重要である。②学生の

学習支援能力開発面で言えば、これまでは、

教育実習（中学４週間、高校２週間）のみが、

実際の教育現場で行う実地経験であった。し

かし、これだけの経験では、特に、これから

求められる学習支援、例えば、グループワー

クに対する指導、他校との交流学習における、

さらには、国際交流学習における指導手法な

どは経験できない。たとえば、年間を通して、

学校現場に入り、現職教員の仕事や実際の学

習指導に触れながら、自らが学習支援サポー

ターとして関わることにより、多様な学習支

援技術が身に付けられる。さらに、LMS を通

して遠隔サポートができれば、学生自身の継

続的な学習として大きな効果をもたらすと

考えられる。③大学教員の役割として、グル

ープワークなどの学習者参加型の授業には、

ほとんど未経験の学生が、実際にどのように

生徒の学習をサポートしたらよいか分から

ないための、支援、具体的には LMS の使い

方や活用の方法、グループ学習を実際に体験

させるとか、協働学習などのメールリングに

参加させたり、ＴＶ会議などへの参加体験が

重要である。そのため、大学教員は、教員を

志望する学生が、教員になったとき、単に、

教科書を使った授業（一斉型）だけではなく、

グループワークやワークショップがコーデ

ィネートできる力を育て、学校間交流、国際

交流学習をうまくコーディネートできる力

をも育てていくことが必要である。

５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕（計４件）

(1) 白井靖敏、山口厚子、平山欣孝、Chiew Inn ONG、

ICT を用いた国際交流授業におけるメーリングリ

ストの内容分析と課題、名古屋女子大学紀要 第

54 号人文･社会編、P169-176、2008、簡易審査あり

(2) 白井靖敏、山口厚子、ICT を利用した国際交流

プログラムの企画・実践とＬＭＳを通した基礎的

支援 ～質の高い家庭科教員養成のためのプログ

ラム開発の試み（その２）～、総合科学研究、第

２号、P99-102、2008

(3)白井靖敏、学習者参加型授業を展開する学習支

援スキル獲得に向けた体験型教員養成、名古屋女

子大学紀要 第55号人文・社会編、P249-256、2009、

簡易審査あり

(4)鷲尾敦、グループディスカッションを重視した

学習者参加型授業の効果、高田短期大学紀要第 27

号,2009

〔学会発表〕（計４件）

(1)白井靖敏、鷲尾敦、下村勉、「学習支援スキル」

育成を目指した教員研修（１）～「総合的な学習

の時間」コーディネーター養成講座を通して～、

日本教育工学会第２４回全国大会、論文集

P545-546、2008 年 10 月 11 日（土）～13 日（月）、

上越教育大学

(2) 鷲尾敦、白井靖敏、下村勉、「学習支援スキル」

育成を目指した教員研修（２）～「総合的な学習

の時間」コーディネーター養成講座におけるアン

ケート調査結果～、日本教育工学会第２４回全国

大会、講演論文集 P547-548、2008 年 10 月 11 日（土）

～13 日（月）、上越教育大学

(3) 白井靖敏、鷲尾敦、下村勉、学習者参加型授業

を促進する教員研修・養成カリキュラムの開発－

教員研修および教職課程の授業実践からの考察－、

第３４回全日本教育工学研究協議会全国大会、

2008 年 1１月 21 日（金）～22 日（土）、三重県総

合文化センター

(4) 鷲尾敦、白井靖敏、下村勉、学習者参加型授業

を促進する教員養成カリキュラムの開発－討議を

重視したグループワークの効果－、第３４回全日

本教育工学研究協議会全国大会、2008 年 1１月 21

日（金）～22 日（土）、三重県総合文化センター

〔その他〕

(1) 白井靖敏、下村勉、鷲尾敦、学習者参加型授業

を促進する教員の学習支援スキル育成カリキュラ

ムの開発、平成 19-20 年度科学研究費補助金（基

盤研究（Ｃ））中間報告、P1-127、2008

(2) 白井靖敏、下村勉、鷲尾敦、山口厚子、学習者

参加型授業を促進する教員の学習支援スキル育成

カリキュラムの開発、平成 19-20 年度科学研究費

補助金（基盤研究（Ｃ））最終報告、P1-180、2009

６．研究組織

(1)研究代表者

白井 靖敏(SHIRAI YASUTOSHI)

名古屋女子大学・家政学部・教授

研究者番号：２０２６７９２５

(2)研究分担者

下村 勉(SHIMOMURA TSUTOMU)

三重大学・教育学部・教授

研究者番号：８０１５０２１７

鷲尾 敦(WASHIO ATSUSHI)

高田短期大学・ｵﾌｨｽ情報学科・教授

研究者番号：３０２５９３７９

山口 厚子(YAMAGUCHI ATSUKO)

名古屋女子大学・家政学部・講師

研究者番号：１０３５１００８

(3)連携研究者 なし


